
1. 全 介 助
ぜんかいじょ

が必 要
ひつよう

な利用者
りようしゃ

でも、利用者
りようしゃ

が持
も

っている 能 力
のうりょく

を活
い

か

した介護
か い ご

をします。 

2. 介護
か い ご

職
しょく

は 忙
いそが

しいときに利用者
りようしゃ

に話
はな

しかけられても、答
こた

えなく

てもよいです。 

3. 介護
か い ご

職
しょく

は、利用者
りようしゃ

に声
こえ

をかけるとき、 正 面
しょうめん

から話
はな

します。 

4. 耳
みみ

が聞
き

こえない利用者
りようしゃ

とのコミュニケーション方 法
ほうほう

に手話
し ゅ わ

、

筆 談
ひつだん

、ジェスチャーがあります。 

5. 口
くち

から食
た

べることができない利用者
りようしゃ

は、口 腔
こうこう

ケアは必 要
ひつよう

ありま

せん。 

6. 衣服
い ふ く

にしわやたるみがあると、利用者
りようしゃ

は着
き

心地
ご こ ち

が悪
わる

いです。 

7. 介護
か い ご

職
しょく

は、起
お

き上
あ

がりの介護
か い ご

の後
あと

、利用者
りようしゃ

の 体 調
たいちょう

の変化
へ ん か

がな

いか確 認
かくにん

します。 

8. ⾧
なが

い時
じ

間
かん

同
おな

じ姿
し

勢
せい

でいると、 褥
じょく

瘡
そう

になりやすいです。 

9. 介護
か い ご

職
しょく

は、利用者
りようしゃ

の禁 忌 食
きんきしょく

を確 認
かくにん

します。 

10. 食 事
しょくじ

のとき、いすに浅
あさ

く座
すわ

るとよいです。 

11. 上 半 身
じょうはんしん

の清 拭
せいしき

は、肩
かた

から指 先
ゆびさき

のほうに拭
ふ

きます。 

12. 介護
か い ご

職
しょく

は、清 拭
せいしき

をするとき、利用者
りようしゃ

の皮膚
ひ ふ

の 状 態
じょうたい

を確 認
かくにん

しま

す。 



13. トイレでは転 倒
てんとう

しにくいので気
き

を付
つ

けなくてもよいです。 

14. 介護
か い ご

職
しょく

は、利用者
りようしゃ

の排 泄 物
はいせつぶつ

の 量
りょう

、色
いろ

、 性 状
せいじょう

など異 常
いじょう

がな

いか観 察
かんさつ

します。 

15. 指
ゆび

を動
うご

かすことは、脳
のう

の 働
はたら

きをよくします。 

16. 利用者
りようしゃ

のベッドのシーツは、汚
よご

れていなければ交 換
こうかん

しなくても

よいです。 

17. 介護
か い ご

職
しょく

は、ハンドリムを持
も

って 車
くるま

いすを押
お

します。 

18. 矢 印
やじるし

の部分
ぶ ぶ ん

は、介 助
かいじょ

ブレーキです。 

 

19. 介護
か い ご

職
しょく

は、利用者
りようしゃ

の 症 状
しょうじょう

に合
あ

わせて 薬
くすり

を選
えら

ぶことができ

ます。 

20. 介護
か い ご

職
しょく

は、汚
よご

れた手 袋
てぶくろ

のまま、自分
じ ぶ ん

や利用者
りようしゃ

に触
ふ

れてはいけま

せん。 

  



  


